者) 



- こんな 小説 も、 私 は 読みたい。 (作 



A 



美 濃十郎 は、 伯爵 美 濃 英樹の 嗣子で ある。 二十 八 

歳で ある。 

一夜、 美 濃が 酔い しれて 帰宅した ところ、 家の 中 は、 

ざわめい ている。 さして 気に もとめずに、 廊下 を 歩い 



ていって、 母の 居間の まえに さしかかった 時、 どなた、 

と 中から 声が した。 母の 声で ある。 僕です、 と 明確に 

しょ-つじ 

答えて、 居間の 障子 を あけた。 部屋に は、 母が ひとり 

離れて 坐って いて、 それと 向い合って、 召使いの もの 

が 五、 六 人、 部屋の 一隅に ひしと かたまって、 坐って 

いた。 

「なんです。」 と美 濃 は 立った ままで 尋ねた。 

母 は 言いに くそう に、 

「あなた は、 私の ぺ ー パ ー ナイフな ど、 お知りで ない 

だろう ね。 銀の が。 なくなつ たんだが ね。」 

美 濃 は、 いやな 顔 をした。 



女 は、 マットに 片手 をつ いて 横 坐りの まま、 じっと 

していた。 

「誰に も 言い やしない。 いいから、 早く 出て 行って 呉 

t4 レ 力 」 

女の子に は、 何よりも ナイフが 欲しかった。 光る 

しゅりけん さすが 

手裏剣が 欲しかった。 流石に、 下さい。 と は 言い 得な 

かった。 汗で ぐし よぐ しょに なるほど 握り しめていた 

掌中の ナイフ を、 カー ぱい マットに 投げ捨て、 脱兎の 

ごと 

如く 部屋から 飛び出た。 

B 



おのえ はにか えがお 

尾 上て る は、 含羞む ような 笑顔と、 しなやかな 四肢 

と を 持った 気性の つよい 娘であった。 浅 草の 或る 町の 

三味線 職の 長女と して 生れた。 かなりの 店で あつたが、 

てるが 十三の 時、 父 は 大酒の ために 指が ふるえて 仕事 

がう まく 出来 なくなり、 職人 をた のんでも 思うよう に 

ゆかず、 ほとんど 店 は 崩壊した ので ある。 てる は、 千 

住の 薔麦屋 に 住 込みで 奉公す る 事に なった。 千 住に 二 

年つ とめて、 それから 月 島の ミルク ホ— ルに 少しいて、 

よねき ゆ-つ 

さらに 上野の 来久に 移り 住んだ。 ここに 三年いた の 

である。 わずかな お 給金の 中から、 二 円で も 三 円で も 



美 濃 伯爵 家で ある。 

美 濃 家 は、 淋しい 家であった。 てる は、 お 寺に 来た 

ような 気がした。 奉公に 来て 二日 目の 朝、 てる は 庭先 

で 手帖 を 一冊 ひろった。 それに は、 わけの わからぬ 事 

が、 いっぱい 書かれて 在った。 美 濃 十郎の 手帖で ある- 

〇 あれで もない、 これで もない。 

〇 何も 無い。 

OFN へ チップ 五 円 わすれぬ こと。 薔薇の 花束、 

白と 薄紅が よから む。 水曜日。 手渡す 時の 仕草 

が 問題。 

〇 ネロの 孤独に 就いて。 



〇 どんない い 人の 優しい 挨拶に も、 何 か 打算が 在 

るの だと 思う と、 つらい ね。 

〇 誰か 殺して 呉れ。 

〇 以後、 洋服 は 月賦の こと。 断行せ よ。 

〇 本気に なれぬ。 

〇 ゆうべ、 うらない 看て もらった。 長生す る 由。 

子供が たくさん 出来る 由。 

〇 飼い ごろし。 

〇 モォッ アルト。 Mozart 

〇 人の ためにな つて 死にたい。 

〇コー ヒ— 八 杯 呑んで みる。 なんとも なし。 



〇 文化の 敵、 ラジオ。 拡声器。 

〇 自転車 一 台 購入。 ベ つに 使途な し。 

〇 もりた や 女将に 六 百 円 手交。 借銭 は 人生の 義務 

> 

力 

〇 路駝が 針の 穴 をく ぐると は、 それや 無理な。 出 

来 ませぬ て。 

やす かな 

〇 私 を 葬り去る 事の 易き 哉。 

〇 公 侯伯 子 男。 公、 侯、 伯、 子、 男。 

〇 銭湯よ ろし。 

〇 美 濃 十郎。 美 濃 十郎。 美 濃 十郎。 初号 活字の 名 

刺で も 作ります か。 



〇H、 ばか。 D、 低能。 ゴルフの カップ は、 よだ 

れ 受け。 s、 阿呆。 学校 だけ は 出ました。 u、 

半死。 あの 若さで 守銭奴と は。 君 はよ い。 男 

ぶり だけで も。 

〇 昼 は 消え つ つもの を こそ 思う。 

〇 水 戸 黄 門、 諸国 漫遊 は、 余が 一生の 念願 也。 

〇 私 は 尊敬に おびえて いる。 

〇 没落ばん ざい。 

〇 パスカル を 忘れず。 

〇 芸 娼妓の 七 割 は、 精神病 者で あると か。 「道理 

で 話が 合う と 思った。」 



〇 所詮 は、 言葉 だ。 やっぱり、 言葉 だ。 すべて は、 

言葉 だ。 

〇KR 女史に、 耳環 を 贈る 約束。 

〇 人の子に は、 ひとつの 顔し か 無かった。 

〇 性慾 を 憎む。 

〇 明日。 

読んで いって、 てるに は、 ひどく 不思議な 気がした。 

庭 を 掃き 掃き、 幾度 も 首 を ふって 考えた。 この、 謂わ 

ば 悪魔のお 経が、 てるの 嫁入り まえの 大事な からだ 

に 悪い 宿命の 影 を 投じた。 



c 

私 をお 笑い 下さい ませ、 毎夜、 毎夜、 私 は 花とば か 

り 語り合って 居ります。 あなた さま を も 含めて みんな 

を、 いやにな りました。 花 は、 万朶の さくらの 花で も、 

一輪、 一輪、 おそろしい くらいの 個性 を 持って 居り ま 

す。 私 は、 いま、 ベッドに 腹這いに なって、 錯筆 をな 

めな め、 考え 考えして、 一 字、 一 字、 書きす すめ、 も 

う、 死ぬ るば かり 苦しくな つて、 そうして、 枕元の 

水仙の 花 を 見つめて 居ります。 電気スタンドの 下で 水 

の 花が 三輪、 ひとつ は 右 を 向き、 ひとつ は 左 を 向き、 



花火の ように、 はかなく 華麗に 育てて ゆきます。 さよ 

うぬ ぼ 

うなら、 おわかれの、 いいえ、 握手よ。 私、 自惚れて 

もい いこと？ あなた は、 きっと、 私のと ころに 帰つ 

てま レ リます 

お 達者に ぉ暮 しな さ いまし。 

KR。 

D 

しさい 

雨 降る 日、 美 濃 は 書斎で 書き もの をして いた。 仔細 

らしく 顔をしかめて、 書き もの をして いた。 



の 頭髪と、 小麦色の 頰と、 痩せた 鼻と を 持った 小柄の 

婦人であった。 極端に 吊り あがった 二つの 眼 は、 山中 

の 湖沼の 如く つめたく 澄んで いた。 純白の ドレス を 好 

んで 着した。 

ァグ リバ イナに は 乳房が 無い、 と 宮廷に 集う 伊達男 

さ さ や 

たちが 囁き 合った。 美女ではなかった。 けれども そ 

の 高慢に して 悧※ 〔# 「りっしん べん + 發」、 345-ls、 た 

とえば 五月の 青葉の 如く、 花 無き 清純 の そそた る 姿態 

は、 当時の みやび 男の 一、 二の ものに、 かえって 狂お 

しい 迄の 魅力 を 与えた。 

ァグ リバ イナ は、 おのれの 仕 合せに 気がつ かないく 



ら かく、 唇 赤き 弱々 しげの 男子であった。 ド ミチ ウス 

(ネロの 幼名) と 呼ばれた。 

父君 ブラ ゼンバ ー トは、 嬰児と 初の 対面 を 為し、 そ 

の やわらかき 片頰 を、 むず と 抓り あげ、 うむ、 奇態の 

もの じ や、 ヒッポ のよ い 玩具が 出来た わ、 と 言い放ち、 

腹 を ゆすって 笑った。 ヒッポ と は、 ブラ ゼンバ ー トぉ 

気に いりの 牝 獅子の 名であった。 ァグ リバ イナ は、 産 

後の やつれた 頰に 冷い 微笑 を 浮べて 応答した。 この 子 

は、 あなたのお 子で は ございませぬ。 この 子 は、 きつ 

と ヒッポ の 子です。 

その、 ヒッポ の 子、 ネロが 三 歳の 春 を 迎えて、 ブラ 



一 孤島に 流された。 

単調の 日が 続いた。 ネロ は、 島の 牛の 乳 を 飲み、 ま 

る まると 肥え ふとり、 猛く 美しく 成長した。 ァグ リバ 

なぎさ しょ-つよう 

イナ は、 ネロの 手 を ひいて 孤島の 渚 を 逍遥し、 水平 

線の かなた を 指さし、 ド ミチ ウス や、 ロォマ は、 きつ 

と、 あの 辺 だよ。 早く、 ロォ マへ 帰りたい ね、 ロォマ 

は、 この 世で 一ばん 美しい 都 だよ、 そう 教えて、 涙に 

むせた。 ネロ は 無心に 波と たわむれ ていた。 

その 頃、 口 ォマは 騒動であった。 蒼 ざめ た、 カリ ギュ 

ラ王 は、 その 臣下の 手に 依って 弑 せられる ところと な 

り、 彼に は 世嗣は 無く 全く 孤独の 身の上だった し、 こ 



悪計 を 用いる。 はて は、 クロ ォ ジャスの 后に なりすま 

して、 そうして クロ ォ ジャス を 毒殺す る。 それから、 

もっとも つと 悪い こと をす る。 おかげで ネロ は 位に つ 

いた。 それから、 —— 」 

「ネロ も 悪い 事 をす る。」 詩人 は 落ちついて 言った。 

「いや、 ァグ リバ イナ は、 ネロの 恋 を 邪魔して、 —— 」 

「うむ、 なるほど。」 詩人、 煙草 を ふかしながら、 r ネ 

口 は、 それゆえ、 母 をな くした。 お母さん、 おゆるし 

下さい、 私 は、 あなたの もの じ やない。 母 は、 苦しい 

息の下から 囁く。 おまえ、 お母さんが 憎い かい？」 

きょう ざ 

美 濃 は 興 覚め 顔に、 「まあ、 そんなと ころさ。」 椅子 



これでい いの だ。 

「ロォ マの 人の ために。」 ふたり 同時に 言い、 かちっと 

グラス を 触れ合せ る。 「滅亡の 階級の ために。 チェリ 

ォ。」 

E 

人の こころ も 

まこと 信じても らうに は 

十字架に 

のぼらなければ 



なるまい か 

(イヴ アン • ゴル) 

F 

てる は、 解雇され た。 美 濃との あいだが 露見した か 

ら では 無い。 ふたり は、 ひとめ を 欺く 事に は 巧みで 

あった。 てる は、 その物 腰の 粗雑に して、 言語 もまた 

無礼 きわまり、 敬語の 使用法な ど、 めちゃめ ちゃのゆ 

え を 以て 解雇され たので ある。 

美 濃 は、 知らぬ 振り をして いた。 



G 

美 濃十郎 は、 実業家 三村圭 造の 次女 ひさと 結婚した。 

帝国 ホテルで 華麗の 披露宴 を 行った。 その 時の、 新郎 

新婦の 写真が、 二、 三の 新聞に 出て いた。 十八 歳の 花 

嫁の 姿 は、 月見草の ように 可憐であった。 

H 

みんな 幸福に 暮 した。 
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